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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和2年2月20日(2020.2.20)

【公開番号】特開2019-193933(P2019-193933A)
【公開日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-045
【出願番号】特願2019-99275(P2019-99275)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/58     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/02     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/10     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   53/94     ２４５　
   Ｂ０１Ｄ   53/94     ２８０　
   Ｂ０１Ｊ   23/58     ＺＡＢＡ
   Ｂ０１Ｊ   37/02     １０１Ｄ
   Ｆ０１Ｎ    3/10     　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ    3/28     　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月10日(2020.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮着火機関からの排気ガス中の一酸化炭素（ＣＯ）及び炭化水素（ＨＣ）を処理する
ためのディーゼル酸化触媒並びに少なくとも１つの排出制御装置を含む圧縮着火機関のた
めの排気システムであって、ディーゼル酸化触媒は、
　フロースルーモノリスと、
　フロースルーモノリス基材上に隣接配置で配される第一ゾーン及び第二ゾーンであって
、第一ゾーンが第二ゾーンの上流にある、第一ゾーン及び第二ゾーンと
を含み、
　（ａ）第一ゾーンが、白金（Ｐｔ）成分及びパラジウム（Ｐｄ）成分の組み合わせから
なる白金族金属（ＰＧＭ）成分を含み、第二ゾーンが、パラジウム（Ｐｄ）成分及び白金
（Ｐｔ）成分の組み合わせからなる白金族金属（ＰＧＭ）成分を含み、且つ、第一ゾーン
におけるパラジウム（Ｐｄ）成分に対する白金（Ｐｔ）成分の質量比が、第二ゾーンにお
けるパラジウム（Ｐｄ）成分に対する白金（Ｐｔ）成分の質量比と異なるか、
　（ｂ）第一ゾーンが、Ｐｄ成分並びにパラジウム（Ｐｄ）成分及び白金（Ｐｔ）成分の
組み合わせからなる群から選択される白金族金属（ＰＧＭ）成分を含み、且つ、第二ゾー
ンが、Ｐｔ成分からなる白金族金属（ＰＧＭ）成分を含むか、あるいは
　（Ｃ）第一ゾーンが、白金（Ｐｔ）成分及びパラジウム（Ｐｄ）成分からなる群から選
択される白金族金属（ＰＧＭ）成分を含み、第二ゾーンが、パラジウム（Ｐｄ）成分及び
白金（Ｐｔ）成分の組み合わせからなる白金族金属（ＰＧＭ）成分を含み、
　（ａ）、（ｂ）又は（ｃ）において、パラジウム（Ｐｄ）成分に対する白金（Ｐｔ）成
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分の質量比が、８０：２０－３５：６５であり、
　第一ゾーンが、アルカリ土類金属成分を含み、
　第一ゾーンが、ヘテロ原子成分を取り込んでいる改質アルミナを含む担体材料を含み、
　第一ゾーンが、基材の長さの１０－５０％の長さを有し、第二ゾーンが、基材の長さの
９０－５０％の長さを有し、且つ
　排出制御装置が、触媒組成物でコーティングされたウォールフローフィルターであり、
触媒組成物が、粒子状物質、一酸化炭素及び炭化水素を酸化するために白金及び／又はパ
ラジウムを含み、コーティングされたディーゼルパティキュレートフィルターがキャタラ
イズド・スート・フィルター、ＮＯｘ吸着組成物又は選択的触媒還元（ＳＣＲ）触媒であ
り、且つ、コーティングされたディーゼルパティキュレートフィルターが選択的触媒還元
フィルター（ＳＣＲＦ）である、
排気システム。
【請求項２】
　キャタライズド・スート・フィルターが続く、ディーゼル酸化触媒を含む、請求項１に
記載の排気システム。
【請求項３】
　ＳＣＲＦが続く、ディーゼル酸化触媒、並びに、ディーゼル酸化触媒とＳＣＲＦの間に
配された窒素還元剤インジェクターを含む、請求項１に記載の排気システム。
【請求項４】
　アルカリ土類金属成分の総量が１０－５００ｇ／ｆｔ３である、請求項１から３のいず
れか一項に記載の排気システム。
【請求項５】
　ヘテロ原子成分を取り込んでいる改質アルミナが、ヘテロ原子成分でドープされたアル
ミナ、アルミン酸のアルカリ土類金属塩又はその混合物である、請求項１から４のいずれ
か一項に記載の排気システム。
【請求項６】
　ヘテロ原子成分が、ケイ素、マグネシウム、バリウム、ランタン、セリウム、チタン、
ジルコニウム又はそれらの２つ以上の組み合わせを含む、請求項１から５のいずれか一項
に記載の排気システム。
【請求項７】
　ヘテロ原子成分を取り込んでいる改質アルミナが、シリカでドープされたアルミナであ
り、且つ任意選択的に、アルミナが、０．５－４５重量％の量のシリカでドープされる、
請求項１から６のいずれか一項に記載の排気システム。
【請求項８】
　ヘテロ原子成分を取り込んでいる改質アルミナがアルミン酸のアルカリ土類金属塩であ
り、且つ任意選択的に、アルミン酸のアルカリ土類金属塩がアルミン酸マグネシウムであ
る、請求項１から６のいずれか一項に記載の排気システム。
【請求項９】
　アルカリ土類金属成分が、マグネシウム（Ｍｇ）、カルシウム（Ｃａ）、ストロンチウ
ム（Ｓｒ）、バリウム（Ｂａ）又はそれらの２つ以上の組み合わせを含む、請求項１から
８のいずれか一項に記載の排気システム。
【請求項１０】
　アルカリ土類金属成分が、ストロンチウム（Ｓｒ）又はバリウム（Ｂａ）、好ましくは
バリウム（Ｂａ）を含む、請求項９に記載の排気システム。
【請求項１１】
　アルカリ土類金属成分が担体材料上に担持される、請求項１から１０のいずれか一項に
記載の排気システム。
【請求項１２】
　少なくとも１つの白金族金属（ＰＧＭ）成分が担体材料上に担持される、請求項１から
１１のいずれか一項に記載の排気システム。
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【請求項１３】
　第二ゾーンが、アルカリ土類金属成分を含む、請求項１から１２のいずれか一項に記載
の排気システム。
【請求項１４】
　第一ゾーンが第２の担体材料を含む、請求項１から１３のいずれか一項に記載の排気シ
ステム。
【請求項１５】
　第二ゾーンが第２の担体材料を含む、請求項１から１４のいずれか一項に記載の排気シ
ステム。
【請求項１６】
　第二ゾーンが、ヘテロ原子成分を取り込んでいる改質アルミナを含む担体材料を含む、
請求項１から１５のいずれか一項に記載の排気システム。
【請求項１７】
　圧縮着火機関及び請求項１から１６のいずれか一項に記載の排気システムを含む車両。
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